
特定開発事業温暖化対策計画書の概要一覧

【令和５年度】 公表非表示

予定建築物の概要 太陽光発電 その他 変更届 完了届等

棟番号 用途
延べ面積
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変更(予定)
年月日及び
変更事項
※３

完了
（中止）
年月日

1棟 倉庫 117,192.31
建築面積：24,593.39㎡
構　　造：PCaPC造
地上5階建

2棟 電気室 196.00
建築面積：196.00㎡
構　　造：鉄骨造
地上1階建

3棟 駐輪場 11.07
建築面積：5.60㎡
構　　造：アルミニウム造
地上1階建

4棟 駐輪場 11.07
建築面積：5.60㎡
構　　造：アルミニウム造
地上1階建

5棟 駐輪場 11.07
建築面積：5.60㎡
構　　造：アルミニウム造
地上1階建

6棟 駐輪場 11.07
建築面積：5.60㎡
構　　造：アルミニウム造
地上1階建

7棟 駐輪場 11.07
建築面積：5.60㎡
構　　造：アルミニウム造
地上1階建

8棟 駐輪場 5.35
建築面積：2.71㎡
構　　造：アルミニウム造
地上1階建

9棟 駐輪場 22.51
建築面積：11.39㎡
構　　造：アルミニウム造
地上1階建

117,471.52

A-1 共同住宅 4,060.98
建築面積：768.54㎡
構造：鉄筋コンクリート造
地上7階

駐輪場24台 駐輪場 32.39
建築面積：17.53㎡
構造：鉄骨造
地上1階

駐輪場16台 駐輪場 21.82
建築面積：11.81㎡
構造：鉄骨造
地上1階

駐輪場20台 駐輪場 27.10
建築面積：14.67㎡
構造：鉄骨造
地上1階

駐輪場13台 駐輪場 16.53
建築面積：8.95㎡
構造：鉄骨造
地上1階

A-2 共同住宅 3,027.16
建築面積：554.61㎡
構造：鉄筋コンクリート造
地上6階

駐輪場10台 駐輪場 11.60
建築面積：11.60㎡
構造：鉄骨造
地上1階

駐輪場20台 駐輪場 22.60
建築面積：22.60㎡
構造：鉄骨造
地上1階

駐輪場11台 駐輪場 16.10
建築面積：16.10㎡
構造：鉄骨造
地上1階

A-3 共同住宅 4,375.46
建築面積：828.79㎡
構造：鉄筋コンクリート造
地上6階

駐輪場16台 駐輪場 18.60
建築面積：18.60㎡
構造：鉄骨造
地上1階

駐輪場25台 駐輪場 28.10
建築面積：28.10㎡
構造：鉄骨造
地上1階

駐輪場14台 駐輪場 16.10
建築面積：16.10㎡
構造：鉄骨造
地上1階

B-1 共同住宅 3,165.52
建築面積：694.24㎡
構造：鉄筋コンクリート造
地上5階

駐輪場20台 駐輪場 22.60
建築面積：22.60㎡
構造：鉄骨造
地上1階

駐輪場25台 駐輪場 28.10
建築面積：28.10㎡
構造：鉄骨造
地上1階

B-2 共同住宅 2,936.41
建築面積：612.54㎡
構造：鉄筋コンクリート造
地上5階

駐輪場10台(西側) 駐輪場 11.60
築面積：11.60㎡
構造：鉄骨造
地上1階

駐輪場20台 駐輪場 22.60
建築面積：22.60㎡
構造：鉄骨造
地上1階

駐輪場10台(東側) 駐輪場 11.60
建築面積：11.60㎡
構造：鉄骨造
地上1階

17,872.97

1 ごみ焼却場 14,403.42
建築面積：6,523.16㎡
構造：S造・RC造・SRC造
地上６階、地下０階

2 計量棟 140.04
建築面積：146.04㎡
構造：S造
地上１階、地下０階

3 自転車駐車場 26.6
建築面積：7.25㎡
構造：アルミニウム合金造
地上１階、地下０階

4 管理事務所 214.76
建築面積：229.10㎡
構造：RC造
地上１階、地下０階

5 公衆便所 42.64
建築面積：46.64㎡
構造：RC造
地上１階、地下０階

14,827.46

A棟 倉庫・事務所 3,992.75
建築面積 2009.26㎡
構造 鉄骨造
地上　2　階

A棟 駐輪場 20.00 建築面積20.00㎡

A棟 駐輪場 6.00 建築面積6.00㎡

A棟 駐輪場 15.00 建築面積15.00㎡

B棟 倉庫 17,138.02
建築面積4650.82㎡
構造　鉄骨造
地上　4　階

B棟 駐輪場 20.00 建築面積20.00㎡

B棟 駐輪場 20.00 建築面積20.00㎡

特定開発事業の概要

ヒートアイランド現象
の緩和

特定建築物に
係る地球温暖
化対策の措置
の評価の目標

工事の
着手予定
年月日

特定開発
事業者

特定開発
事業の目的

47,096.26㎡

・太陽光発電設備を導入する。（定格出
力2,346kWを予定）
・LED照明設備を導入する。
・高断熱建材を用いた建物の断熱化を図
る。
・倉庫において熱源設備としてヒートポ
ンプ冷暖房設備を導入する。

・駐車場・駐輪場を設置する。
・荷捌き場を確保する。

特定建築物に
係る地球温暖
化対策の措置
の評価の結果

届出の状況再生可能エネルギー等の活用に係る検討の結果※１温室効果ガスの排出の抑制を図るため実施しようとする措置の内容

東急不動産株式会社
戦略事業ユニット
インフラ・インダス
トリー事業本部執行
役員本部長　西田
惠介

倉庫（倉庫業を営む
倉庫、倉庫業を営ま
ない倉庫）を建設す
る

・綾瀬市開発行為に関する指導要綱　第
49条-3で定められている緑化基準15％を
超える緑化を図る。（15.10％
7,113.12㎡）

合計

総合評価　A以上
地球温暖化への配慮　ライ
フサイクルCO2排出率80％
以下
ヒートアイランド現象の緩
和　スコア4以上

●
2,346kW
(予定）

● 2025/3/31△ 2023/7/15△コージェネ001
(仮称)LOGI'Q綾瀬新
築工事

工事の
完了予定
年月日

特定開発
事業を
行う区域
の面積
（㎡）

エネルギー使用
の合理化

交通環境
への配慮

緑の保全と創出
工事に係る

配慮

・綾瀬市開発行為に関する指導要綱　第
49条-3で定められている緑化基準15％を
超える緑化を図る。（15.10％
7,113.12㎡）（再掲）
・開発事業によって生じた裸地・造成法
面において在来種(ヤマモモ、マテバシ
イ、ソメイヨシノ)を選んで緑化を図
る。

・低燃費型建設機械を積極的に採用す
る。
・アイドリングストップを励行する。

綾瀬市早川字山王原
2287番１、2288番
１、2317番１、2656
番１

番号
特定開発事業の

名称

特定開発事業
を行う土地
の位置及び

区域

・積極的に LED 照明設備を導入する。 ・自治体等が定める制度・基準等を踏ま
えた、開発区域内の緑化を図る。
・海老名市住みよいまちづくり条例で定
められている緑化基準20％を超える緑化
を図る。（20.20％　2522.13 ㎡）

・自転車が利用可能な通路等を設置す
る。

（仮称）海老名市中
野２丁目PJ

海老名市中野二丁目
635番、680番1

大和ハウス工業株式
会社 神奈川西支店
支配人 戝津 高広

倉庫業を営む倉庫
（2区画）を建設す

る
12,010.51 2022/12/1 2024/5/30● △コージェネ

・A棟
総合評価 B+以上
地球温暖化への配慮 ライ
フサイクル CO2 排出率
80%以下
・B棟
総合評価 B+以上
地球温暖化への配慮 ライ
フサイクル CO2 排出率
80%以下

厚木愛甲環境施設組
合　管理者　山口

貴裕

令和元年10月4日 厚
木市告示第433号に
よる都市計画施設の

建設のため。

54,831.39

・主に西側において、街路樹を整備し緑
化を図る。
・造成法面等、改変箇所において 在来
種による緑化を図る  (やまぼうし)。
・海老名市住みよいまちづくり条例で定
められている緑化基準20％を超える緑化
を図る。（20.20% 2522.13㎡）（再掲）

・車両、重機のアイドリングストップの
推進等、省エネルギー運転を実施する。

△ △

○
厚木市金田字新1610

番1ほか
003

厚木愛甲環境施設組
合ごみ中間処理施設

004

5.25

・ごみ焼却場棟については、太陽光を利
用した自然採光システム(トップライト)
を導入する
・ごみ焼却場棟については、太陽光発電
を利用したシステムを導入する(定格出
力5.25ｋｗ)
・開発区域内については、照明設備にお
いて、発光ダイオード（LED）利用設備
を導入する
・電気自動車用充電設備を整備する
・ごみ焼却場棟については、廃棄物エネ
ルギーをエネルギー源として利用する
・バイオマス発電を利用した再生可能エ
ネルギー設備を導入する
・ごみ焼却棟については、高効率な冷暖
房設備を導入する

・公園等において、ヒートシンクとして
の水面を創出する
・工場立地法で定められている緑化基準
20％を超える緑化を図る。（51.08％、
28,008.67㎡）
・工場棟の南東部の煙突、工場内設備に
よりごみ焼却に伴う排熱を行い、熱が拡
散しやすい位置で排熱し、歩行者空間に
配慮した。

・歩きやすく快適な歩道を整備する
・電気自動車用充電設備を整備する(再
掲)

・工場立地法で定められている緑化基準
20％を超える緑化を図る。（51.08％、
28,008.67㎡）(再掲)
・工場棟に壁面緑化を採用する。

・建設機械（車両、重機等）を適正整備
する

○△

合計

002
県営伊勢原峰岸団地
建替事業

神奈川県知事　黒岩
祐治

県営住宅の建替え
（5棟）

16,385.61

・居室については、建築基準法に則り採
光を確保。共用部についても、窓や開口
部を設置する。
・共用廊下及び屋外階段・バルコニーは
外気に有効に開放された空間とする。
・ZEH-M Oriented 基準適合、断熱材（ｽ
ﾀｲﾛﾌｫｰﾑ、ｸﾞﾗｽｳｰﾙ、押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ
保温板2種裏打石膏ﾎﾞｰﾄﾞ）、複層ガラス
（屋外側LOW-E）を採用する。
・住棟の共用部及び外構灯としてLED 電
灯を採用する。
・潜熱回収型給湯器を採用する。

・ZEH-M Oriented 基準適合、断熱材（ｽ
ﾀｲﾛﾌｫｰﾑ、ｸﾞﾗｽｳｰﾙ、押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ
保温板2種裏打石膏ﾎﾞｰﾄﾞ）、複層ガラス
（屋外側LOW-E）を採用する。（再掲）
・共用廊下及び屋外階段・バルコニーは
外気に有効に開放された空間とする。
（再掲）
・給気口と排気口との距離を十分に取り
排熱のショートサーキットの防止を図
る。
・駐車場・車路・歩道を除く部分につい
ては、芝や植樹により緑化する。
・みどりの協定による緑化基準（15％以
上）に適合予定。（17.75％、2,908.12
㎡）
・伊勢原市まちづくり条例による緑化基
準（4％以上）に適合予定。（17.24％、
2,652.39㎡）
・緑化基準に則り、区域全体として中高
木をバランスよく配置する。
・住棟間の空地を多く確保し、風通しの
良い歩行者ネットワークを形成する。
・コミュニティ広場を中心として、歩
道・レスト・緑地による連続的なオープ
ンスペースを確保する。

・伊勢原市まちづくり条例に則り、駐輪
場必要数を確保する。
・条例基準以上に道路後退し、区域外周
に2～2.5ｍの歩道を確保。歩車道はセミ
フラット形式で分離する。
・伊勢原市まちづくり条例に則り、駐車
場必要数を確保する。
・区域外周及び団地内の住棟へ続く歩道
については、段差のないバリアフリーに
配慮した設計とする。

・みどりの協定による緑化基準（15％以
上）に適合予定。（17.75％、2,908.12
㎡）（再掲）
・伊勢原市まちづくり条例による緑化基
準（4％以上）に適合予定。（17.24％、
2,652.39㎡）（再掲）
・区域外周の歩道沿いに中高木を配置す
る。樹種は、神奈川県及び伊勢原市推奨
樹木から選定する。

・再生クラッシャーランを採用する。
・アイドリングストップを実施する。

・総合評価　B＋以上
地球温暖化への配慮 ライ
フサイクル CO2排出率 90%
以下 ヒートアイランド現
象の緩和 スコア3.0以上

2022/11/1 2025/6/30○ △コージェネ

44.25
伊勢原市上粕屋字峯
岸442外18筆 及び
448-1外1筆一部

合計

(全棟)
・総合評価B+以上
・地球温暖化への配慮ライ
フサイクルCO2排出量80％
以下
・ヒートアイランド現象の
緩和　スコア3以上

2023/3/1 2032/4/30○ △コージェネ△○



予定建築物の概要 太陽光発電 その他 変更届 完了届等

棟番号 用途
延べ面積
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変更事項
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完了
（中止）
年月日

特定開発事業の概要

ヒートアイランド現象
の緩和

特定建築物に
係る地球温暖
化対策の措置
の評価の目標

工事の
着手予定
年月日

特定開発
事業者

特定開発
事業の目的

特定建築物に
係る地球温暖
化対策の措置
の評価の結果

届出の状況再生可能エネルギー等の活用に係る検討の結果※１温室効果ガスの排出の抑制を図るため実施しようとする措置の内容

工事の
完了予定
年月日

特定開発
事業を
行う区域
の面積
（㎡）

エネルギー使用
の合理化

交通環境
への配慮

緑の保全と創出
工事に係る

配慮

番号
特定開発事業の

名称

特定開発事業
を行う土地
の位置及び

区域

21,211.77

1 工場 11,771.62
建築面積：6027.60㎡
構造：鉄骨造
地上2階建て

2 工場 65.28
薬液防油堤棟
建築面積：65.28㎡

3 工場 32.00
井水軟水装置棟
建築面積：32.00㎡

4 工場 15.12
駐輪場
建築面積：15.12㎡

5 工場 15.12
駐輪場
建築面積：15.12㎡

11,899.14

※１　再生可能エネルギー等の活用に係る検討の結果の表記の説明

　△：検討を行った設備

　●：検討を行い、導入を予定している設備

　◎：検討を行い、全量売電するために導入を予定している設備

※２　「再生可能エネルギー等の活用に係る検討の結果」の「その他設備」欄における表記の説明

　高効率空調設備：ヒートポンプ技術を用いた高効率の空気調和設備

　LPガス自動車：ディーゼル代替LPガス自動車

　コージェネ：コージェネレーションシステム（ガスエンジン給湯器及び燃料電池以外で、エネルギー消費効率の高いものに限る。）

　EMS：エネルギーマネージメントシステム（エネルギー消費量の計測、記録及び表示並びにエネルギー利用設備の制御を行う機能を有するものに限る。）

※３　「届出状況」の「変更届」欄における変更事項の表記の説明
　措置の内容：温室ガスの排出の抑制を図るため実施しようとする措置の内容

　再エネ活用検討：再生可能エネルギー等の活用に係る検討の結果に変更があった場合

　措置及び評価の目標：特定建築物に係る地球温暖化対策の措置及び評価の目標に変更があった場合

合計

総合評価 B+以上
地球温暖化への配慮 ライ
フサイクル CO2 排出率
80%以下
ヒートアイランド現象の緩
和　スコア3以上

総合評価 B-
地球温暖化への配慮 ライ
フサイクル CO2 排出率
89%
ヒートアイランド現象の緩
和　スコア 2.5

2022/6/30 2023/11/17 2023/12/15● △コージェネ△
株式会社柴橋商会
代表取締役　柴橋

和弘

クリーニング工場
を建設する

14869.54　㎡(宅地
14865.56+公共施設

用地3.98)

・LED 照明設備を導入した。 ・開発事業によって生じた裸地・造成法
面等を緑化した。(緑化面積：453.82㎡)

・自転車が利用可能な通路等を設置し
た。

・主に東側において、街路樹を整備し緑
化した。
・造成法面等、改変箇所において 在来
種による緑化をした (サツキツツジ)。
・開発事業によって生じた裸地・造成法
面等を緑化した。(緑化面積：453.82㎡)
（再掲）

・車両、重機のアイドリングストップの
推進等、省エネルギー運転を実施した。

△010
（仮称）株式会社柴
橋商会新小田原工場
新築工事

小田原市堀之内字塚
田32番1・12，39番
3，41番6，48番2・6

合計


